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令
和
４
年
９
月
下
旬
か
ら
10

月
上
旬
に
か
け
て
長
田
野
演
習

場
に
お
い
て
輸
送
隊
・
衛
生
隊

が
令
和
４
年
度
連
隊
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
「
攻
撃
を

主
体
と
し
た
戦
術
行
動
に
お
け

る
後
方
支
援
部
隊
の
行
動
」
を

検
閲
項
目
と
し
、
「
各
階
級
指

揮
官
の
状
況
判
断
・
指
揮
」
、

「
有
機
的
な
幕
僚
活
動
」
、

「
部
隊
の
基
本
的
行
動
」
及
び

「
隊
員
の
基
礎
動
作
」
を
主
要

検
閲
項
目
と
し
て
長
期
に
わ
た

る
検
閲
が
実
施
さ
れ
た
。

千
僧
駐
屯
地
南
側
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
実
施
し
た
隊
容
検

査
で
は
、
各
部
隊
の
幕
僚
が
人

員
点
検
及
び
車
両
点
検
を
実
施

し
、
各
隊
員
は
適
切
に
質
問
に

答
え
る
な
ど
、
準
備
の
万
全
と

士
気
の
高
さ
を
確
認
し
た
。

連
隊
訓
練
検
閲
受
閲
に
あ
た

り
輸
送
隊
長
は
、
「
一
つ
一
つ

を
確
実
に
」
衛
生
隊
長
は
、

「
持
ち
場
を
自
覚
し
て
、
能
力

を
最
大
限
発
揮
せ
よ
」
「
外
傷
、

熱
中
症
を
回
避
せ
よ
」
を
そ
れ

ぞ
れ
要
望
事
項
に
掲
げ
、
本
検

閲
に
臨
ん
だ
。

連
隊
訓
練
検
閲
は
、
各
部
隊

長
の
卓
越
し
た
指
揮
・
統
率
の

も
と
、
全
隊
員
は
日
頃
の
練
成

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
持
て
る
能
力
を

発
揮
し
て
多
く
の
成
果
を
得
て

無
事
終
了
し
た
。

隊 容 検 査

１

計 画 輸 送

命 令 下 達本 隊 進 入対 空 対 処

隊 容 検 査車 装 変 換本 隊 進 入 誘 導患 者 搬 送

命 令 下 達本 隊 進 入大 量 患 者 対 処



２

令
和
４
年
12
月
22
日
（
木
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
年
末
行

事
を
実
施
し
た
。

約
２
年
ぶ
り
に
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
役
員
の
方
々
や
隊
員
家
族
等
大
勢
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
餅
つ
き
・
催
し
物
を
実
施
し
た
ほ
か
、
連
隊
創

隊
30
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
記
念
植
樹
を
行
う
等
、
一
年
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
盛
大
に
実
施
し
た
。

令
和
５
年
１
月
10
日(

火
）
、
千
僧
駐
屯
地
Ｅ
号

隊
舎
舎
後
に
お
い
て
令
和
５
年
連
隊
安
全
祈
願
を

実
施
し
た
。

安
全
祈
願
で
は
、
連
隊
長
を
は
じ
め
各
部
隊
長

が
今
年
一
年
の
目
標
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
小

型
車
両
に
御
神
酒
を
か
け
今
年
一
年
の
安
全
を
祈

願
し
た
。

本
部
付
隊

小
椋

士
長
は
、
令
和
４
年

10
月
12
日
（
水)

か

ら
12
月
20
日

（
火
）
ま
で
の
間
、

朝
霞
駐
屯
地
で
実
施

さ
れ
た
第
１
０
２
期

陸
曹
候
補
生
（
女
性

自
衛
官
）
課
程
入
校

中
の
と
こ
ろ
、
成
績

優
秀
と
し
て
東
部
方

面
総
監

森
下
陸
将

よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

連
隊
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
の
紹
介

https://www.mod.go.jp/gsdf/mae/3d

/3log/index.html

ホームページアドレス

第３後方支援連隊HP

ＱＲコード

第３後方支援連隊Twitter

ＱＲコード

こ
の
度
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
連
隊
公
式
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
開
設
し
ま
し
た
。

連
隊
の
活
動
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
随
時

更
新
・
Ｔ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３ｒｄ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
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３

令
和
４
年
11
月
11
日
（
金
）
及
び
11
月
14
日
（
月
）
に
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
連
隊
武

装
競
技
会
を
実
施
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
連
隊
全
隊
員
の
戦
技
能
力
の
向
上
と
闘
争
心
の
か
ん
養
で
あ
り
、
各
隊

員
は
日
頃
の
練
成
成
果
を
発
揮
し
、
部
隊
の
誇
り
を
か
け
て
３
キ
ロ
を
走
り
切
っ
た
。

【
部
隊
優
勝
：
本
部
付
隊
】

令
和
５
年
３
月
13
日
（
月
）
、
幹
部
候
補
生
７
名
に
対
し
幹
部
任
官
行
事
を

実
施
し
た
。
早
朝
の
非
常
呼
集
か
ら
始
ま
り
各
職
種
に
応
じ
た
訓
練
を
同
期
と

力
を
合
わ
せ
て
遂
行
し
、
幹
部
自
衛
官
の
と
し
て
の
職
責
を
自
覚
さ
せ
た
。

そ
の
後
幹
部
任
官
式
を
実
施
し
、
連
隊
長
か
ら

「
常
に
謙
虚
さ
を
持
ち
、
愚
直
に
努
力
を
積
み
、
信
頼
さ
れ
る
幹
部
自
衛
官
と

し
て
、
日
々
修
養
せ
よ
。
」
の
訓
示
を
受
け
、
３
等
陸
尉
任
官
者
７
名
は
決
意

を
新
た
に
し
た
。



４

偵 察 支 援 小 隊 廃 止 式

今 津 駐 屯 地 に 向 け 出 発

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

期

別

幹
候
06
Ｉ
期

職

種

高
射
特
科

出

身

兵
庫
県

入

隊

平
成
10
年
４
月

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

期

別

幹
校
04
Ｉ
期

職

種

武
器
科

出

身

岩
手
県

入

隊

平
成
５
年
３
月

離

着

任

部

隊

長

の

紹

介

令
和
５
年
３
月
13
日
付
の
異
動
で
、
武

器
学
校
に
ご
栄
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
濱

谷
２
佐
は
、
令
和
２
年
８
月
第
９
代
第
１

整
備
大
隊
長
と
し
て
着
任
以
来
、

要
望
事
項

【
相
手
目
線
】
【
明
る
く
前
向
き
に
】
を

掲
げ
、
卓
越
し
た
実
行
力
と
真
に
戦
え
る

強
い
部
隊
を
育
成
す
る
強
い
使
命
感
を

も
っ
て
指
揮
・
統
率
し
、
特
に
被
支
援
部

隊
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も

に
妥
協
を
許
さ
ぬ
積
極
支
援
に
邁
進
し
た
。

令
和
４
年
３
月
13
日
付
の
異
動
に
よ

り
、
第
10
代
第
１
整
備
大
隊
長
に
伊
藤

３
佐
が
着
任
し
た
。

要
望
事
項

【
誓
い
を
守
れ
】

令
和
５
年
３
月
13
日
付
の
異
動
で
、
会
計
監

査
隊
中
部
方
面
分
遣
隊
（
伊
丹
）
に
ご
栄
転
す

る
こ
と
に
な
っ
た
加
藤
１
尉
は
、
平
成
31
年
２

３
月
第
13
代
本
部
付
隊
長
と
し
て
着
任
以
来
、

要
望
事
項

【
研
鑽
、
挑
戦
を
も
て
】
を
掲
げ
、
卓
越
し
た

指
導
力
を
も
っ
て
隊
を
統
率
し
繁
忙
部
署
で
も

あ
る
連
隊
の
隊
務
運
営
の
中
心
的
役
割
を
担
う

連
隊
本
部
勤
務
班
に
勤
務
す
る
隊
員
の
心
情
把

握
及
び
服
務
指
導
を
行
い
、
隊
務
運
営
に
邁
進

し
た
。

令
和
５
年
３
月
13
日
付
の
異
動
に
よ
り
、

第
14
代
本
部
付
隊
長
に
野
村
１
尉
が
着
任
し

た
。

要
望
事
項

【
共
有
・
連
携
し
て
機
能
発
揮
せ
よ
】

令
和
５
年
３
月
、
第
３
戦
車
大
隊
及
び
第
３
偵
察
隊
の
廃
止
に
伴
い
、
戦
車

直
接
支
援
隊
及
び
偵
察
直
接
支
援
小
隊
が
廃
止
さ
れ
た
。
平
成
18
年
の
新
編
以

来
、
各
部
隊
を
密
接
に
支
援
し
、
こ
こ
に
17
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

ま
た
、
輸
送
隊
第
３
輸
送
小
隊
は
、
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
に
よ
り
戦
車
輸
送
等
を

実
施
し
て
き
た
が
、
第
３
戦
車
大
隊
廃
止
に
伴
い
、
こ
ち
ら
も
30
年
間
の
輸
送

支
援
を
終
え
廃
止
と
な
っ
た
。

ま
た
、
偵
察
戦
闘
大
隊
の
新
編
に
伴
い
、
新
た
に
偵
察
戦
闘
直
接
支
援
隊
が

今
津
駐
屯
地
に
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
密
接
な
支
援
を
行
い
、
新

た
に
伝
統
を
築
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

戦車直接支援隊・偵察直接支援小隊・第３輸送小隊 廃止

新たに、 を新編

隊 旗 返 還 式

隊 旗 授 与 式

編 成 完 結 式

偵察戦闘大隊編成完結記念



輸
送
隊

１
尉

坂
元

正
和

13
後
支
隊

（
海
田
市
）

１
尉

渕
ノ
側

敏
夫

中
方
後
支
隊

（
桂
）

曹
長

宮
村

直
樹

輸

校

（
朝
霞
）

３
曹

古
寺

正
直

北
方
後
支
隊
（
東
千
歳
）

３
曹

松
山

誠

北
方
後
支
隊
（
東
千
歳
）

衛
生
隊

１
尉

芝
田

治
生

阪
神
病
院

（
川
西
）

２
尉

田
沼

佑
樹

３
師
司
部

（
千
僧
）

２
尉

居
安

祐
子

阪
神
病
院

（
川
西
）

１
曹

小
林

隆

中
方
付

（
伊
丹
）

２
曹

三
谷

直
輝

阪
神
病
院

（
川
西
）

３
曹

柿
木

隆
介

部
訓
評
隊

（
北
富
士
）

士
長

国
沢

和
芽

中
方
会
計

（
伊
丹
）

士
長

岩
村

有
彩

札
幌
病
院

（
真
駒
内
）

12

月

転

出

者

連
隊
本
部

３
佐

山
田

貴
文

北
方
後
支
隊

（
島
松
）

３

月

転

入

者

連

隊

内

異

動

者

師
団
長
表
彰

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
佐

濱
谷

浩
人

１
整
大

１
尉

加
藤

正
宏

本
付
隊

１
尉

坂
元

正
和

輸
送
隊

１
尉

坂
口

圭
介

連
隊
本
部

曹
長

久
保

進
一

１
整
大

第
３
級
賞
詞
（
無
事
故
操
縦
）

３
曹

斎
藤

彰
美

輸
送
隊

連
隊
本
部

２
尉

伊
藤

傑

14
施
設
隊

（
徳
島
）

２
尉

大
西

卓
哉

中
方
後
支
隊

（
桂
）

本
部
付
隊

１
曹

石
堂

亮

６
後
支
連

（
神
町
）

第
１
整
備
大
隊

３
佐

伊
藤

裕
介

９
後
支
連

（
八
戸
）

１
尉

花
岡

智
宏

２
後
支
連

（
旭
川
）

３
尉

乾

晃
輔

14
通
隊

（
善
通
寺
）

１
曹

笹
地

洋
志

北
方
後
支
隊
（
上
富
良
野

）

２
曹

田
中

伸
輔

３
師
付

（
千
僧
）

２
曹

河
南

明
良

12
後
支
隊

（
松
本
）

２
曹

佐
藤

昭
典

２
施
団
付

（
船
岡
）

第
２
整
備
大
隊

３
尉

小
林

健
太
郎

１
後
支
連

（
練
馬
）

曹
長

鶴
木

剛

東
方
後
支
隊

２
曹

神
田

政
志

３
施
大

（
大
久
保
）

２
曹

安
原

将

10
後
支
連

（
豊
川
）

２
曹

中
西

祐
太

東
方
後
支
隊

（
富
士
）

２
曹

大
森

真
弓

今
津
駐
業

２
曹

野
田

祐
司

北
方
後
支
隊

補
給
隊

２
曹

加
藤

健
一
郎

関
東
処

（
用
賀
）

２
曹

荻
野

拓
也

９
後
支
連

（
八
戸
）

３
曹

室
井

由
梨
香

関
東
処

（
朝
日
）

３
曹

北
野

裕
晃

７
普
連

（
福
知
山
）

輸
送
隊

３
佐

宮
﨑

慎
也

３
師
付

（
千
僧
）

１
尉

峠

幸
宣

補

統

（
十
条
）

曹
長

川
東

和
人

関
西
処

（
宇
治
）

２
曹

藤
本

正
能

３
偵

（
千
僧
）

２
曹

片
岡

卓
也

３
偵

（
千
僧
）

定

期

表

彰

本
部
付
隊

１
尉

野
村

利
弘

２
整
大
か
ら

曹
長

阿
部

博
光

２
整
大
か
ら

２
曹

津
浦

和
男

１
整
大
か
ら

２
曹

西
見

健
太

２
整
大
か
ら

３
曹

福
岡

直

輸
送
隊
か
ら

第
１
整
備
大
隊

１
尉

坂
口

圭
介

連
隊
本
部
か
ら

３
曹

佐
々
木

智
弘

２
整
大
か
ら

第
２
整
備
大
隊

曹
長

永
田

憲
史

本
部
付
隊
か
ら

曹
長

久
保

進
一

１
整
大
か
ら

衛
生
隊

曹
長

青
田

淳

本
部
付
隊
か
ら

定

期

昇

任

１
等
陸
曹
へ

炭
谷

充
明

本
部
付
隊

井
山

直
樹

本
部
付
隊

森
田

昇

２
整
大

園
田

剛
士

２
整
大

小
岩

一
樹

輸
送
隊

２
等
陸
曹
へ

河
本

隆
正

２
整
大

宮
浦

洋
誉

２
整
大

増
本

弘
二

２
整
大

３
等
陸
曹
へ

鶴
谷

明
広

１
整
大

西
岡

直
紀

１
整
大

鈴
木

育
史

１
整
大

勝
田

早
野
果

１
整
大

上
田

愛
子

１
整
大

松
山

碩
人

１
整
大

清
水

隆
史

２
整
大

橋
本

直
樹

２
整
大

松
本

健
吾

２
整
大

有
居

和
希

２
整
大

柘

凛
音

２
整
大

中
小
路

啓
介

２
整
大

饗
庭

沙
悠
里

２
整
大

丹
羽

ち
ほ
み

２
整
大

松
永

亮

２
整
大

乙
宗

守

補
給
隊

寒
川

遥
貴

補
給
隊

田
中

大
貴

衛
生
隊

松
田

拓
人

衛
生
隊

山
口

仁

衛
生
隊

12

月

転

入

者

連
隊
本
部

３
佐

古
賀

貴
雄

２
後
支
連

（
名
寄
）

３

月

転

出

者

連
隊
本
部

２
尉

横
山

周

10
通
大

（
守
山
）

本
部
付
隊

１
尉

加
藤

正
宏

会
計
監
査
隊

（
伊
丹
）

２
曹

村
野

佳
規

３
飛

（
八
尾
）

２
曹

菊
地

裕
太

３
師
付

（
千
僧
）

２
曹

山
下

智
範

阪
神
病
院

（
川
西
）

２
曹

木
村

輝
明

５
通
隊

（
帯
広
）

第
１
整
備
大
隊

２
佐

濱
谷

浩
人

武
校

（
土
浦
）

１
尉

川
添

聡
志

武
校

（
土
浦
）

１
尉

石
垣

圭
司

中
央
病
院

（
三
宿
）

２
尉

青
木

貴
史

北
方
シ
通
群

（
札
幌
）

１
曹

峯
岸

政
明

西
方
後
支

（
目
達
原
）

２
曹

西
野

有
隣

11
後
支
隊

（
真
駒
内
）

３
曹

長
濱

優
香

２
後
支
連

（
旭
川
）

３
曹

塚
越

大
貴

３
師
付

（
千
僧
）

３
曹

沖
島

功
生

８
後
支
連

（
北
熊
本
）

３
曹

舎
川

光
秀

補

統

（
十
条
）

第
２
整
備
大
隊

１
尉

忠
政

良
憲

青
野
原
駐
業

２
尉

河
南

琢
磨

５
旅
団
司

（
帯
広
）

１
曹

和
田

仁

西
方
後
支
連

（
大
分
）

２
曹

川
西

亮

補

統

（
十
条
）

２
曹

尾
前

春
治

今
津
駐
業

２
曹

増
本

弘
二

４
後
支
連

（
大
村
）

３
曹

木
村

友
哉

北
方
後
支
隊

３
曹

水
田

漠
斗

３
戦
本
付

（
今
津
）

３
曹

芦
田

瑛
人

９
後
支
連

（
岩
手
）

補
給
隊

３
尉

小
田

良
樹

10
後
支
連

（
春
日
井
）

１
曹

北
村

信
之

対
馬
警

（
対
馬
）

２
曹

為
我
井

剛

関
東
処

（
朝
日
）

３
曹

三
木

優
希

７
後
支
連

（
東
千
歳
）

３
曹

切
川

拓
朗

補

統

（
十
条
）

衛
生
隊

１
尉

竹
内

英
雄

３
師
司
部

（
千
僧
）

２
尉

斑
目

紗
世
里

中
央
病
院
（
三
宿
）

２
曹

川
﨑

竜
也

３
偵

（
千
僧
）

３
曹

上
園

洸
平

部
訓
評
隊
（
北
富
士
）

３
曹

穂
積

広
樹

３
偵

（
千
僧
）

３
曹

古
市

和
樹

３
偵

（
千
僧
）

士
長

西
向

恋
夏

15
即
機
連
（
善
通
寺
）

連
隊
長
表
彰

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

１
尉

石
垣

圭
司

１
整
大

１
尉

野
村

利
弘

２
整
大

１
尉

忠
政

良
憲

２
整
大

１
尉

渕
ノ
側

敏
夫

輸
送
隊

２
尉

横
山

周

連
隊
本
部

２
尉

青
木

貴
史

１
整
大

２
尉

河
南

琢
磨

２
整
大

２
尉

星
野

桜
子

衛
生
隊

曹
長

永
田

憲
史

本
部
付
隊

曹
長

野
瀨

良
治

１
整
大

曹
長

小
林

滋

２
整
大

曹
長

宮
村

直
樹

輸
送
隊

１
曹

福
生

拓
真

１
整
大

１
曹

豊
田

泰
範

２
整
大

１
曹

和
田

仁

２
整
大

１
曹

堀
切

彰

２
整
大

１
曹

佐
々
木

伸
也

２
整
大

１
曹

北
村

信
之

補
給
隊

１
曹

小
林

隆

衛
生
隊

２
曹

村
野

佳
規

本
部
付
隊

２
曹

菊
地

裕
太

本
部
付
隊

２
曹

下
浦

龍
治

本
部
付
隊

２
曹

西
野

有
隣

１
整
大

２
曹

川
西

亮

２
整
大

２
曹

為
我
井

剛

補
給
隊

２
曹

三
谷

直
輝

衛
生
隊

３
曹

橋
本

大
二
郎

本
部
付
隊

３
曹

中
間

亮
輔

１
整
大

３
曹

川
畑

勇
人

２
整
大

３
曹

山
口

隆
史

２
整
大

３
曹

三
木

優
希

補
給
隊

第
４
級
賞
詞
（
無
事
故
）

１
曹

河
合

克
章

本
部
付
隊

連
隊
長
表
彰

第
５
級
表
彰(

職
務
遂
行
）

１
曹

丸
田

稔

本
部
付
隊

１
曹

髙
木

智
久

本
部
付
隊

２
曹

山
下

智
範

本
部
付
隊

２
曹

木
村

輝
明

本
部
付
隊

２
曹

三
原

祐
香

補
給
隊

２
曹

岡
本

輝
也

衛
生
隊

２
曹

宮
本

武
志

衛
生
隊

３
曹

勝
田

早
野
果

１
整
大

３
曹

元
原

智
香

補
給
隊

士
長

小
椋

芽
巳

本
部
付
隊

第
５
級
表
彰(

隊
員
自
主
募
集
）

准
尉

小
林

毅

連
隊
本
部

定

期

昇

任

１
等
陸
尉
へ

井
奥

賢
太
郎

２
整
大

２
等
陸
尉
へ

松
葉

正
子

１
整
大

上
口

正
成

補
給
隊

３
等
陸
尉
へ

安
藤

賢
佑

１
整
大

石
岡

義
孝

１
整
大

花
川

和
大

２
整
大

安
富
祖

優
希

補
給
隊

山
口

敦
広

補
給
隊

金
子

暁
真

補
給
隊

陸
曹
長
へ

宮
村

直
樹

輸
送
隊

（
上
富
良
野
）

（
上
富
良
野
）

（
霞
ヶ
浦
）

（
真
駒
内
）

５


